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束北地方に於げる針葉樹の菌類卦

I スギの菌類

Kaneyoshi 5A¥VADA: Fungi inhabiting 011 conifers in the Tδhoku district. 

1. Fungi 011 “ Sugi" (Cryρtomeria japonzca D. DON.). 

青森文場好底分場 深‘ 田 主主 オ二
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特に詑して感謝の意た表するものである。
命本論文のラテン詑和夫(工小川 1\圭氏た煩わしれものでめる。 (1950-VII-l，保護部長今関六
也記)
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A 緒言

筆'iíはIfß手11 23 年 7 n 1 日附を以て出林行林業式験場青森支場好摩分J坊に府を泣き，始めて

林業~r.関する菌類の制査研究をなした。今日;迄に東北地方産菌類約 1 ， 600 種を研究し，之を藻

菌類， .r'嚢菌類，開j1\ì矧，担子嚢f)Gf類，不完全菌類に別ち第一次司lð査として発表するとと L し

共の序に針葉樹の菌類を調査し，米だ完壁を期するととは出来危い什れども一応取り纏めて印

刷に附すとと L した。共の中( 1 )としてスギに寄生，又は寄屍する菌類約 30 種を掲げ， (H) 

としてスギ以外の針葉樹ìL'$生又は寄毘する硝類約 50 極を掲げ、るとと L した。

元来林木の菌類の研究は甚だ塞々たるもので，!日Eに東北地方に於ては未だ共の緒にすらつか

ないと言っても過言ではない。スギの菌類で、カラマツ叉はヒノキアスナロに寄生するものがあ

り，又カラマツの菌類でスギに寄生するものもあって寄主相互1mの病害防除上余程考えなけれ

ばならないものがある。スギの強果には Cercosρora， Halbenza , Phoma, Pestalozzza 等の

WiìL寄生する菌類が寄生するととがあるから，スギの拍子を播種前に泊、毒する必要がある。又

Wîill1の防風林又は生経或は台木に首と同一樹極を杭栽するときは防風林叉は生経或は台木等か
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ら Cercospora のような了I!{に甚しい害車を与える菌類が飛来し古の病害防l訟を如何l亡力めても

効果が充分でない等不利な草案を招く場合が多々ある。

印刷に附するに当り熱心なる材料供給者青森支場村井三郎氏並に御世話下さった本場保護部

長今関六也氏，青森支場好陛分場長宮崎市1I111氏 3 秋田支場佐藤邦彦氏に対し深厚たる謝意を表す

る。 CXU， 1949) . 

B 分類

(1) 子嚢菌類 (A , B , C)lW 

(1) DIMERIELLOPSIS CRYPTOMERIAE SAW .AllA , sp. nov. CFig. 1) 

葉を侵し，赤褐色となる，黒色の細点を散生す。子襲殻は友生し，球状杢面l亡 7-25 木の剛

毛を生じ， 共の大さ 46-105x7-8μ あり，黒色， 孔口は部くして聞かや。直径約 32μ ，

直径 105-162μ ありつ 子喪は訪錘状， 先端僅かに切j]fj， 6 箇の胞子を 2-3 列に合む。無

色，大さ34-57x 8-9μ あり。側糸を欠く。 子嚢胞子は紡鐘形s 両端i銑鈍頭，一方に柏々母

曲し， 3 的の隔膜を有し，数í:司の頼粒休を合み無色，大さ 14-19x2.5一一3μ あり。

寄主布I'[%J スギ CCryptomerz'a japon�a) の葉に守生

採集椋本岩手県宮古大沢Xl. 1 , 1949 ，沢田

分布日本

i/1 
~) 

Fig. 1. Dimerielloρsis Cryρtomeriae sp. nov. Fig. 2. Guignardia Cryptomeriae s�. nov. 
子嚢殻 x150 子褒殻の関1I毛 x900
子薬及子嚢)JPI子 x900 子君主胞 r x900 子葉殺 x150 子嚢 x900
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(2) スギ暗色校十r1j病7%Î

GUIGNARDIA. CRYPTOMERIAE SAWAD,', sp. nov. (Fig. 2) 

茎を侵し台木及び、防風休 3 :11ミ生以上の木に寄生し，約 5-10cm の所暗色となり，子嚢殻を

密生し枯死せしむ。又は小さき葉に寄生し暗色とならや，業に京[1しなは柏々隆起して生歩、。子襲

殻は初め表皮下I乙生じ，成熟すれば共学ぽタト/[1，す。 黒色， 球状多少歪Jfb，無毛，孔口はイー

し，直径 108-220μ あり。了・裂は叢生し，組棒状円桂状， J貝!Jl頭，基部短柄を千f し，頂端。

隔膜厚く無色，大さ 70-83x 15-19μ あり， 8 胞子を 2 列に合む。1JlIJ糸を欠く。子喪胞子は

長慌円形，無色，単胞，大さ 18-20x 7.5-8μ あり。

寄主植物 スギ (Cryρtomerí'a jaJうonìca) の枝及び楽に寄生。

採集椋本青森県横浜 X. 3. 1949. 沢!日，村井.

秋fJl県矢坂 X. 20. 1949，沢l 可.

岩手県閉山 VIII. 10. 1949 ，沢!日

分布日本

(3) スギ(アスナロ)介殻状枝柚病菌

HALBANIA CRYPTO恥1ERIAE SAWADA, sp. nov. (Fig. 3白) 

杉の葉，枝及ぴ毛盛主果の去H

を枯死せしむ。少数の子襲を生十。子嚢殻は表生縁辺に所んどWi糸を有せや，叉は僅かに短き

ものを生十。共直径 2.5-3μ 並列す。黒色，介殻状，者:j邑附円状，又は円状，直又は脅曲し

孔口は縦裂して両端l lL及ぶ。 大さ 300-860x 288--600μ あり。 子嚢は縦の 1 本の軸より生

じ，長紡*@形， m円IÍJl，基部組短柄を有し1n~色，大さ 58-70x7-9.5μ あり， 8 胞子を準 2

列に合む。 m~枇欠く。子襲胞子は長楕Pl状， 3 筒の陥映を有し淡描色， 大さ 13-14xト

4.5-5μ あり。

寄主植物 スギ (Cり'þtomerz"a jaρonzca) 及び、ヒノキアスナロ (Thujoρsis dolabrata) 

の校，~及び、由果に寄生

採集根本市森県小波 X. 2. 1949 ，沢田，村井.

秋旧県高屋 X. 21. 1949，沢川.矢坂 X. 20. 1949 ，沢 fn. 休屋

IX. 29. 1949 ，沢 [11. 七五三41[，崎初 X. 22. 1949 ，沢 rn (也県) . 

精子県沼古内 Vll. 28 , 1949，沢田. 雫石秒l沢 VUI. 27 , 1949 ，沢田.

煙山 VUI. 10. 1949 ，沢In. 宮古，大沢村 X. 30. 1949 ，沢田.

山田小谷島 XI. 2. 1949 ，沢 111 • 五葉山 IX. 18. 1948 ，沢田，村井.

和賀郡滑崎村 VH. 17. 1949 ，沢旧，村井.

官城県鬼1-t自生山 IX. 18. 1949 ，村井.

昭島県若松門田 XI. 19. 1949，沢田.
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分 介f 日本

記 事初め緑色の茎数 cm は柄色に変し共夫而i乙子葉殻を所々に生じ， 又笹よiミ及び、

:!-I~;fjサ及び牧 lと寄生せりつ北米l乙均Istcrz"um cedrz"num El,T,. et Ev. あり，と

れば Thuja occidendalis 1乙吉子生し， 子襲殻lま E二-さ 0.2---O.5mm 角状』;ij円

形， f.:I:~色，子襲は 45-55x16一一17μ，子喪IJ包了-は 3 f，i:iの陥!院を有し，大さ 18-

21>; 7--8μ ありて，我国と異なれり。

Fig. 3. Halbania Cry'ρtomeriae s�. nov. 

子嚢殻 x150 子萎殻の断面 x150 子褒 x900 子案胞子 x900

(4) スギ芽枯病菌

LEPTOSPHAERULINA CRYPTO乱1ERIAE SA"'ADA, sp. nov. (Fig. 4) 

スギの芽及び葉に生じ，芽の場合は暗褐色に枯死し，後友色に変じ共表面IL小黒点を散生，

又は柏々群生す。葉にありでは一部分叉は全葉侵され柿に及ぼすとと稀なり。日射関係を有し

陽商に子嚢設を生十。子嚢殻は表皮下i亡生ヒ，後字以上外出し，円状，黒色， jR毛なり。直径

143-256ρ あり。子嚢は紡錘状，卵状紡鐸状p 頂円頭，基部鈍頭，無色，大さ 59-70x25-
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26 μ あり。側糸を欠く。子襲胞子は長船円状， 3-5 簡の横隔を有し 5 箇の場合は上より 2 番

目の剛院は溢れて柏々P.K状をなし，縦隔 0-3 箇，策褐色，大さ 23-30x7.5-11 μ あり。

寄主植物 スギ CCryρtomerz'a ja.ρonz"ca) の芽及び葉に寄生。

係4長棋本秋田県山木郡藤琴1"1" V. 23. 1949 ，保坂登. 矢坂 X. 20. 1949 ，沢悶.

岩手県雫石抄!沢 Vl!l. 22. 1949 ，沢田. 煙山 Vill. 10.1949 ，沢田 ρ

分 布日本

記 事 LゆtosρhaeruUna jaρonz'ca K.ASAI はスギの越果K寄生し， 子襲殻は球状，

膜質3 革質 tとして直径 96-160 μ 子襲は根棒状にして 8 胞子を含む。 子襲胞

4・

子は長揃Fq 11丸 n昔色，縦慌に隔膜を有し3 大さ 20-24 >< 6-8μ るりて子襲殻

及び胞子等我菌より *Jrì k 小7惨なり。

Fig. 4. Le�tosphaerulina Cryptomeriae 

sp. nov. 

子襲殻 x 150 子薬 x900 子磁)J@_子 x900

n

u
J
d
〆

p 
、-、

Fig. 5. Massalongiella Cryptomeriae sp. nov. 

子議殺の断面 x150 子連: x900 子議胞子 x900

(5) スギ疎黒点枝枯病菌

MASSALONGIELLA CRYPTOMERlAE S.AW .AD.A, sp. nov. CFig. 5) 

~及び梢を侵し赤禍色K枯死 し後友白色となる。子襲殻を疎に生歩。子童話殻は表皮下に生じ

散生し3誌に於てはー列に並び黒色のノj、点を疎に生す.孔口は 40-52 μ，直径 290-820μ，高

さ 270-740 μ あり，黒色のl院となりて現はる。子重量は紡錘形，ノj、~ I~，無色 ， 8 胞子を 2-3 列



東北地方に於げる針葉樹の前頬 I スギの菌類 (i'l'WI) - 33-

に合み，大さ 26← 33x5-6μ ありて無数に生十o 1lltl糸を欠き，子嚢胞子は円本t状，利1戸時JIIJ

!__."又は直，単胞， 1ft~色，大さ 7-11x2 μ あり。

寄主植物 スギ (0ηρtomerìa jaρonzca) 心薬及び市lìl乙寄生

採集棋本青森県柏木山 xn. 9. 1948 ，村井

岩手県雫石桝沢 IX. 4. 1948 ，沢川 Vlil. 22. 1949，沢 111

和賀郡ギf附村 VH. 17. 1949 ，沢 IJI ，村井

1JY城県鬼î'r白生山 IX. 18. 1949 ，村井

分布 [14三

(6) スギfX~点~IりT'd

MICROTHYRIUl¥1 CRYPTOMERIAE SA\VAj)A, sp. nov. (Fig. 6) 

茎又は仙の ql}主より起り 5 ， 6 寸の長さに立りて制色i叫:[Ijれ後茨色となり，共表面jlc小]l.~}，I/~

を桁向日生す。子襲殻は介妓状引い円状，又は卯状をなし rlt-');とI倍色縁辺寅梢色，孔口は rlt央よ

り 3 又は 4 裂して縁辺に建す。大さ 208 之56x 160-256μ あり . :y.嚢は球状，広tf{j[Ij状， 1n~ 

色，大さ 27--34x 20-24μ あり， fWJ糸を欠く。子嚢胞子はmt円状， qt陥を有し，隔1良部1L於

て多少踊れ， 2 仰のがi球を合み，無色， -'1三j骨，大さ 16--19x7-10 μ あり。

寄主布I(物 スギ (CryþtomerÙl jaþonzca) の茎及び桁に寄生

採集棋本恭子県黒イ[野 VI. 13. 1949 ，沢 1+1 仲:山 V. 28. 1949 ，沢川

分布日本

Fig. 6. Microthyrium Cryρtonzeriae sp. nov. Fig. 7. Mollisid.. Cryρtomeグiae sp. nov. 

子糞殻 X 150 子褒:X 900 子嚢胞子 X 900 子嚢殻 xl00 子嚢及側糸 x600 子護胞子 x600
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(7) スギ黒粒校柿病KC<Î

MOLLISIA CRYPTOMERIAE SAWA])A, sp. nov. (Fig. 7) 

葉D両面及び柏、にも生じ赤制色となりて赤枯を起し， ~l:ヨミn'iiK.突出せるJll~粒を散生す。子葉

13tは友生，散生， ~t~虫色， 111状 ， 1!!O方より見るときは広1ll0 1JIJ状，洋独楽状，軽〈圧迫するときは

府茨色，後頂上の1fìんど大多数に於て群生せる多数の刺|胞がど11の如くなりて悶口す。高さ 160

-335μ，直笹 160-550μ あり。子嚢は首防会lË状， J1'j/!H�Jt )μ品短柄を有し，虫11:色，肢の厚さ

]買は 10μ，側方は 4μ，大さ 104-162x27-39 μ，準 2 列に 8 胞子を蔵す。側糸は単条，糸

状，無色，幅 2-2.5μ あり。子嚢胞子は長楠円状，僅かに埠曲し，両端円頭，単胞，銀色，

大さ 24-33x 9-11μ あり。

寄主植物 スギ (Cηφtomerùz jaρonzca) の葉及び約に寄生

採集襟本青森県柏木山 XH. 9. 194-8，村井 東綻ケ関 X. 19. 194-8，村井

小協 X. 2. 1949，沢田，村井

秋川県七日 TIT X. 19. 1949，沢 IJI 角ítffi%ij屋 X. 21. 1949 ，沢田

七五三掛野 X. 22. 1949 ，沢川 休足 IX. 29. 1949，沢田

岩手県!耳石崎 V1. 13. 1949 ，沢川 煙山 V. 28. 1949，沢町

四. 10. 1949，沢旧 雫石榊沢 VIl!. 22. 1949 ，沢田

一ノ関 VH. 16. 1949，沢旧 東磐井大住山 VH. 12. 1949，沢町，村井

小谷品目. 2. 1949，沢 111 大沢村 X. 30. 1949 ，沢田

山形県議淵 X. 23. 1949 ，沢田

幅島県若松["JfJI XI. 19. 1949 ，沢川

分布日本

(8) スギ(カラマツ〕次色葉枯病菌

MYCOSPHAERELLA CRYPTOl\在ERIAE SnTItAI et HARA. 

HARAー病虫主雑誌 V. 40. 1918. , SmRAr et HAllA- I!本国[綴目録 225. 1927 

葉を侵し茨褐色となりであIi死す。子嚢殻は表皮下に生じ，散生，黒色，孔口あり。 直径 65

-95μ あれ子襲は多数議生し紡錘形， )買円頭， )，HfM主かに短柄となりてまifj珂， 8 胞子を準

3 列に合み，カl~色，大さ 29--33x 13-14μあり， 側糸を欠く。子童話胞子は長き長楕円形，両

封tM~~関， 1:[.1央に 1 ttÆ隔を有し，無色， .LI'-t'i'}，大さロ-15x3 μ あり。

守主植物 スギ(C:のゆtomeria jaρonzca) 及び、カラマツ (Larz'x Kaemþferi) の葉に

寄生

採集掠本青森県下北郡古住井 VI. 16. 194-8，新谷

岩手県沼宮内 VH. 28. 1949，沢田

分布日本
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{9) スギ府約I苛

NITSCHKIA TUBERCULIFERA KUf¥ANO 

KUSANO ー植物学雑誌 XVll. 147. 1903.; XVIIl. No. 213. 212. 1904.; SHIRAI et HARA-

1I 本音j煩目録 235. 1927.; KITAJIl\fA一樹病学及ぴ木材腐朽論 77. 1938 

校に寄生し， ri々多数生じ，校の側方より生じ，大立大乃至準大，又は kff:j lとして年々共大

さを榊し，共夫r(ii~多多小粒状をなしfI苦悩色，松葉の繁茂衰へ往々枝の枯死を来すととあり。子

製殻は府の衣辺下より生じ主1:{lXを満布し球状なり。子嚢は長き担枠状，大さ 145-165x13.5-

22.5μ ， 1ft\:色 8 胞子を合む。側糸l土多数羅列し援近して陥映を有し，胞子は軒'jfij形，単胞，無

色，コ~さ 21-22.5>< 10.5-12.7μ あり，又子殻に相子を生十。

!-{!f主布([!V!lJ スギ (Cryptomeria jaρonica) の茎枝に寄生

採集秘本秋川県角館，高屋 X. 21. 1949 ，沢Ll I

't:ç城県牧ノ pr:'J IX. 10. 1948，沢rr1，村井 鬼庁自生山 IX. 18. 1949，村井

分布日本

(10) スギ芽;h'î病菌

PSEUDOSPHAERELLA CRYPTO乱1:ERIAE SAWADA , sp. nov. (Fig. 8) 

スギの芽丈けを侵し赤招色， ì相次共Ji~方より H音色となりfI前日色となる。 子襲殻は一葉上に

'5 , 6 間乃玉十数出i初め去皮下に生じ，千か漸毛穴盛り上り遂にた竿外/11す。 出色，球状，干し

口を欠き Paraphysoid 存し，直径 155-210μ あれ子襲は長倒厚fJ状 ， J，防官~'~lÎJt J買円 lÎlt

Jn\:色，大さ 67-75><24-28μ あり.子喪胞子は[Ij柱状， 和々一方に向って膨大し， 両端円

Fig. 8. P seudosρhaerella Cryρtomeriae sp. nov. 

子嚢殻 x150 子嚢 x900 子嚢胞子 x900
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頭， q，陥を有し無色， .LF.i骨，大さ 25-36><7-9μ あり。

寄主植物 スギ (Cryρtomerza jaρonù;a) の芽丈けに寄生

採集標本岩手県沼宮内 VH. 28. 1949 ，沢川

分布日本

(任11) スギ2友足褐赤jキ村;i川l

SPHAERU工INA 1羽TATENSIS SAWA])A, sp. nov. (Fig. 9) 

薬及びキí'ìを侵し赤制色，避に友褐色となり葉商Iこ

0)⑩ 
Fig. 9. Slうhaerulina iwatensis sp. nov. 

黒色の和11小点を群生又は散生す。子襲殻は表皮下に

生じ，後rドは浮き上り出色，球状，孔口を有し，大

さ 65-96μ あり。子襲は子嚢殻に 15 向，球状，

楕円4犬，初1J1J1J状，無色，大さ 20-28>< 14-18μ あ

り。子重量胞子は倒卯状， t刷令状又は/11中1:状， 1-3w� 
の悶!院を有し，各細胞に 1 仰の願粒休を合み両端円

頭， 71t色，大さ 15-18x3-4μ あり。

子3量殺 x150 子嚢 x900 子護胞子 x900
守主植物スギ (Cηρtomerz'a jaρonz'ca) の

葉及ぴ

|ドニt採r京:集棋本 青森県犬畑 X. 4. 1臼94却9 ， 沢n川!川1 ， ;村十←付Eナfヲ升井|ド: 横浜 X. 3. 1目94'却9 ，沢|旧日， 村主升井

来rr城 X. 1. 1949 ，沢田，村井 村木山 XIl. 9. 1948，村井

秋In県高屋 VI. 8. 1949，佐藤 矢坂 X. 20..1949. 沢田

脱巣 X. 19. 1949 ，沢旧 七日， !i X. 19. 1949，沢田

七五三掛野 X. 22. 1949 ，沢川 角舘，高度 X. 21. 1949，沢田

岩手県別宮内 Vll. 28. 1949，沢川 好摩 111. 7. 1949，千葉

目. 8. 1949，沢川 煙山刊. 10. 1949，沢川

可予行桝沢 VlII. 22. 1949，沢川 六原 XI. 12. 1948，村井

和賀郡岩崎村 VH. 17. 1949，沢田 一ノ関 VH. 16. 1949，沢 IJl

W:~丹市大佐山 VIl. 12. 1949，沢川，村井 大沢村 X. 30. 1949，沢 111

小谷島 Xl. 2. 1949，沢川

'r'ç城県鬼ül~1 生山 IX. 18. 1949，村井

山形県釜淵 X. 23. 1949 ，沢川

分布 FJ 本

(12) スギ~illiNÎ病菌

WEGELlNA CRYPTOMERIAE (SAW.) SAWADA, nov. comp. (Fig. 10) 

Syn. Pleuronaem� Cryρtomeriae SAWA])A 



東北地方に於げる針染被fの Wi恕( 1 スギのWi類 (深 111) - 37 ー

Fig. 10. Wegeli仰 Cryptomeriae (SAW.) nov. comb. 

1.子殻の断面 x150 2. 担子梗 x900

3. 柄子 x900 4. 子弦殺の断面 x150

5. 子議x900 6. 子潜JJ@二fx900

キi守の ~illl及び、葉に寄生し，赤褐色にil'jYi:せし

む。子殻は干í'j 々離れて生じ周囲僅かに槌色ず

るものるに和々隆起し円状，黒色，鏡下に

於ては表皮下に生じ，同球状孔口部は少しく

頭部を作る。 11昔祖色，孔口は大さ 195x105μ ，

直径 535~565μ，高さ 256--396μ 内固に無

数のj灰色なる担子梗を生十。湿気あるときは

乳白色の塊を孔口より縮111す。担子艇は総生

して分岐せざる如く見ゆるも之れを分はせし

むるときは 2~3 分岐し， iHE色， 大さ 10-

28x l. 3μ あり。柄子は頂生， 単生， 円佐

状，替fth し，両端円頭，単胞， 無色， 大さ

4.5--6.5 x 1. 3-1. 5μ あり。

子嚢殻はニ了-殻と同様散生，表皮下に生じ，

キi!i 々隆起し，友白色，後漸づたに黒色，間図に
ー・

夜白色の最を周らし，又は無く，孔口の処隆

起して 111千か後孔を穿つ。孔口部は子店とな

りて黒色，長さ 240~250μ，腕 110-210μ あり。子襲殻は球状乃至扇球状，黒色，壁の!享さ

か-32μ，直径 320~460μ，高さ 320--360μ あり。子嚢は小形提棒状にして，先端鈍円頭，
3 
主主部柏々円筒形にして同頭に格り無色， 8 胞子を準 3-4 列 IC合む。大さ 33-41x6-7μ あ

り，側糸を欠〈。 子嚢胞子は円柱状，両端円頭，柏々時的し，無色，単胞，千j骨， 大さ 7~

10x2.0~2.5μ あり。

寄主植物 スギ CCryρtomerz"a jaþonica) の柑及び、葉に寄生

採集槙本青森県大知1 X. 4. 1949，沢 111 ，村井 必'i'Ì-兵 X. 3. 1949，沢町，村井

lX. 9. 1949，村井 新城 X. l. 1949，沢同，村井

添木 X. 3. 1949, 沢田，村井 野湿地 X. 6. 1949，沢問，村井

秋田県矢坂 X. 20. 1949，沢田 鷹巣 X. 19. 1949，沢田

八向 X. 29. 1949，沢田

岩手県別宮内 VH. 28. 1949，沢問 煙山 vm. 10. 1949，沢町

雫干二i抄i沢 Vill. 22. 1949，沢!干l 五葉山 lX. 18. 1948，沢f{I，付井

訂城県鬼一f'î自生山 IX. 18. 1949 ，村井

阿島県若松門旧 Xl. 19 1949，沢川

分布日本
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(0 不完全菌類

( a ) 擬球殻菌利及び~~~扮I岩手;1'

(13) スギ白点校i1l i病菌

CYCLODOMUS CRYPTOMERIAE SAWADA, Sp. nov. (Fig. 11) 

柏、及び、葉を f乏しl:-.lj'rÎ I亡帯 l守色の点を j\llJ"Ílし，之れを枯死せしむ。葉は赤補色後次寅絹色とな

戸、ふ

Fig. 11. Cyclodomus Cryρtomeriae sp. nov. 
子殻の断面 x150 担子梗 x900 柄子 x900

り，梢の先端に緑某ょを着くるものあり，子殻

は帯白色初々隆起し。子庄は僅かに存在し

表皮下に生じ黄柄色なり。孔口は後に大き

く開口す。 I骨褐色乃至寅褐色3 直径 208-

270 ll ，高さ 156-182μ あり。 底の中央

より僅かに Columella 突出し又は低し。

拍子視は銀色，単条3 大さ 13-23 ><2.5μ 

あり密生す。相子は紡錘形，無色，単胞，

云|三j骨， rl:t!亡)亘々 2 í;i)jの油球を合む。大さ 7-10x2.5←3μ1あり。

寄主111'(物 スギ (Cryptomeria jaρonzca) の柿及び、実に寄生

採集総本青森県横浜 X. 3.11949，沢田，村井

分布日本

(14) スギ碍黒赤Ni11"1菌

FUSICOCCU1VI CRYPTOMERIAE SAWADA , sp. nov. (F刕. 12) 

病斑はなし 架及び撤茎 IZ:::!.)~生し波赤禍色後淡き同色となる。 一葉上に数筒乃至 7 箇を生

じ 3 表皮下に生じ 1明て表jえは子殻の縁辺に分裂して僅かに露出し黒色，屑球状，円状稀に桁j

仁

Fig. 12. Fusicoccum Cryptomeriae sp. nov. 

1.子殻の断面 x150 2. 子L 口 x150 3. 担子組 X900 4. 柄子 x900
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問状，大さ 288ァ630x 240-320μ あり。殻盟主fII胞は約 45μ，孔口は数tr:î乃至約 10 f;~iあり，

子殻内は 0-2 í/ijの無色なる縦のl民慨にて境せらる。 J且子恒はjrr~色 1-2 筒の枝を生じ，大さ

8ー10x2μ あり， ;h人j子は紡錘形 1-2 何のノj、泊球を有しJ!l~色，単胞， .LI三十I'} , 大さ 6.5-8><

2.5μ あり。

名?主i:[I'(ゆj スギ CCrYlうtomeria jσρonica) の薬及び柿tct，r生

採集相本岩手県w訂内 111. 28. 1949，沢 1+1

分布日本

(15) スギ(カラマツ)夜色枚Ni病菌

MACROPHOMA SUGr HARA (Fig. 13) 

HARA一樹病学各論 2 版 201. 1927.; SnIRAI et HARA -LJ -*菌類目録 197. 1927 

Fig. 13. MacroPh仰官。 Sugi HARA 
子殺の断固x 150 柄子 x 900 

葉及び撒茎を{乏し，又 ~Il注よりも位さる L ととあり。椛

病部は制色後茨相色，又は右足色となり。共凶iizJ13色の制点

を生十。カラマツ了J[の場合は薬及び撤茎を位し]刀上下垂し

てNi死す。子殻は表皮下 l亡生じ散生，黒色，球状，干し口は

15-20μ，殻壁京/11胞は多角状，大さ 120-288x 143-253μ 

あり。担子梗は単条，無色，大さ 10-13x2-3μ あり。

柄子は紡鋸状，両73j引い鈍顕，単胞，無色，微細!なる瓢粒

休をた実し，大さ 18-27x6-9.5μ あり。

~~r主航物 スギ (Cryptomeria japont'cσ) 及びカラ

マツ (Larz'x Kaemρiferi) (C葉， 鍬茎，

茎に寄生

tì~集t~j~本 〔スギ〕 背森県波illJ Xr. 18. lS48c 柏木山 xn. 9. 1948，村井

岩手県mrrr人J Vll. 28. 1949 沢川

'r"ç城県鬼HC!生山 IX. 18. 1949，村井

山形県釜山1 X. 23. 1949 ，訳川

〔カラマツ〕青森県碇ケ関 X. 21. 1943，村井 新披 XI. 3. 1948，村井

分布日本

記 事ー カラマツは新寄主なりつ原氏によれば原記故には相子の大さは 15-25x 5-6μ 

ありとするも我菌にては 18-27x 6-9 .5μ るり。

(16) PESTALOZZIA AOMORIENSIS SAWAl川 sp. nov. (Fig. 14) 

柏、及び、葉を侵す共表面 i亡群散生す。胞子)賛は初め表皮下に生じ頓て表皮破れて胞子情を現は

す。縁辺多少隆起し楕円形，黒色，叉は白色に見ゆ。分生胞子は提梓状紡錘71'Þ ， 4 筒の隔膜を

有し両端の細胞は無色，中央(i_) 3 車/11胞は着色，就中上り 2胞は晴褐色，下の l 胞は招色，大さ
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16-19x6.5-7 μ あり。 m端の細胞は 3 角:!に長さ 3.5-

5μ，共]買に 3ァ5 本の繊毛を有し，共長さ 15-26μ，幅

1μ あり。基部の制胞は倒三角状，大さ 5-6.5μ，共基端

に 1 短柄を有し，大さ 3.5μ あり。全体の長さ(繊毛及

び、柄を除()は 27-28μ あり。

寄生植物 スギ (Cryρtomerz"a jaρonica) の約及び、

;!廷に寄生

Fig 14. Pestalozzia aomoriensis 
採集標本 I!?森県保持 IX. 27. 1949，沢 111

分布日本Sp.110'1. 分生胞子 x900

(17) PESTALOZZIA CRYPTOMERIAECOLA SA\\'AJ叫叩. nov. (Fig. 15) 

Fig. 15. Pestalozzia cryρtomeriaecola sp. 110'1. 
分生JJ也子 x900

薬及び、茎]万 i乙寄生し!;l~点を生じ，被害葉

は政赤制色となりて枯死す。黒色の胞子を

胤11'，す。胞子厨は初め査状，後孔 n [l日きて

断的iは三f{J状となる。胞子は 4 f:(;iの陥脱を

有し両』耐の細胞は無色p 中心 3 細胞は靖

色，特にートρ2胞は濃色，下の 1 *f11胞はm

k淡色なり。大さ 13--16x8-9.5 μ あ

り。 jμ11iの細胞は倒三角状，長さ 3.5-4μ

共広告111乙 1 短柄を有し p 大さ 7-8x1 μ あ

り。 m叩の車11]胞は初々三角状長さ 3.5-4μ

共先端JfC 3 本の繊毛を有し力lf;色，大さ 33-45x 1. 5-2μ るり。

寄主植物 スギ (Cryptomerla jalうonica) の葉及び、茎Tfiに寄生

採集標本青森県碇ケ関 VIII. 10 1949，横浜 X. 3 1949，沢町，村井

深J寺 IX. 27. 1949，沢田

秋田県欠坂 X. 20. 1949，沢[lj 七五三胡・野 X. 22. 1949，沢川

許城県黒川郡大~il XI. 16. 1949，沢川 鬼首自生山 IX. 18. 1949，村井

山形県若木 X. 25.1949，沢川

分布日本

(18) スギ(カラマツ) (ヒノキアスナロ)鼎汁赤布村守克i

PESTALOZZIA SHIRAIANA P. HEXN. (Fig. 16) 

HENNfNGS-ENGL.-Bot. Jahrb. XXXVII. 164. 1905.; IDETA-II 木植物病m学 708. 1911; 
SACGAHt)O-Syll. FU11g. XXII. 1226. 1913.; HARA 一実験樹木病告・篇 (;6. 1927.; 
SIImAI et HARA -fJ本菌類目録 253. 1927.; SAWADA 一台湾康前矧調査報告 IV. 98. 1928 

スギ及びカラマツの薬及び撤茎を臼しJrl点を生じ， )1;数 Phoma cryptomeriae の子殻よ



東北地方に於げる針来=樹のWî全(( 1 スギの菌類 (i軍閥) -41-

りff'ì々多〈 jS処より黒汁を協同するととあり。胞子

!ぽは千J)め友皮下 l乙生じ後たきく PfJ 口す。黒色，大さ

205-320μ あり。 )J包子はがj錯形， 5 細胞より成り，

両端jの市111胞は無色， 11 1央の 3 市111胞は着色しJ1'i lc 2-

3 本の繊毛を有す。前端の事111胞は柏々三角状，大さ

3--5x3-4.5μ あり，共頂 l亡 2一一3 本の無色の繊=r:

Fig. 16. Pestalozzia Shiraiana P. I-IEXN. 
分生胞子 x900

を有し民DiJ し，大さ 10-16x1μ あり，清色細胞は

3 車111 Uê2より成り，一様にfI昔;火色乃至茨色， 大さ 13

--15x6-6.5μ あり。法対抗111胞は倒三角状，大さ 3---5x3μ あり，共基端に 1 短加を有す。

虫\~色，繊細， 3-4x1μ あり。全長(撒E及び仰を I;á-~ < )は 22-27μ あり。

守主植物J スギ (Cη'ptomeria jaρonicα) ・及び、カラマツ (Lar�'x Kaemρiferi) ， ヒノキ

アスナロ (Thujoρsí"s dolabrata) の葉及び搬茎に寄生

J来集椋本〔スギ〕青森県ýi)r境 Xl. 3. 1948，村井 柏木山 Xll. 9. 1949，村井

添木 X. 3. 1949，沢 III ，村井 小時 X. 2. 1949，沢 111 ，付井

横浜 X. 3. 1949，沢!Ii，村井 野辺地 X. 6. 1949，沢問， 1:;J引二

深持 IX. 27. 1949，沢川

秋Ilj県佐巣 X. 19. 1949，沢 111 七日 T!i X. 19. 1949 ，沢旧

ffJ ÎiÌi高屋 X. 21. 1949 ，沢 fJI (啓果)

岩手県雫イJ桝沢 XL 4. 1948，沢 111 VID. 22. 1949，沢川

煙山刊. 10. 1949，沢 HI 束特井ÆtllJ\:1七山 VH. 12. 1949，沢 ILI ，村井

一ノ関刊. 15. 1949，沢 IU '1主古大沢 X. 29. 1949，沢 IJI

'(~城県鬼一行自生山 lX. 18. 1949，村井 大街 XI. 16. 1949，沢川

11[1台 XI. 15. 1949 ，沢川

jfr(!í島県岩絵1"]1 11 XI. 19. 1949 ，沢 111 白川対'fil1: XI. 17.1949，沢 LII (越J長)

〔カラマツ]青森県南不股小11二 I11 X. 1916 Y. 1'1'0 (4805 , 4806 , 4807) 

仙台 IX. 14. 1948，沢山

〔ヒノキアスナロ〕 岩手県和賀郡岩崎村 VH. 17. 1949 沢町 3 村井

他の守主植物

ゴヱフマツ (Pinus ρentaρhylla)

広葉診 (Cunninghamia lanceolata) 

ヒノキ (Chamaecyparis obtusa) 

マキ CPodocarjうus macroPhylla) 

分 布台湾，日本
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記 事 Pestalozzia 3 極の区別点下の虫11 し。

一一 _ _____，L竺り~~竺竺 f~~ ぷ|竺竺学 l 品予き?
P. aomoriensis 116-19X6 日μ| 上の 2 細峨色[ 35 本 15-26x 払
P. cryptomeriaecola 113-16X 8-9.5 か " 3 か 133-45X 1. 5-2 か

13-15x6-6.5 汐 3 剰nJJ(il 1司色P. shiraia向。 2-3 か 10-16x 1" 

(19) スギ(カラマツ)赤枯約前

PHOMA CRYPTOMERIAE (KAWAM.) KARAI (Fig 17) 

KASAIー鉄道防雲林杉Wi枯死のbi〔問調査報告 1914. ; HAltA 実験樹木病江市:1 65. 1927.; 

Syn. Phyllost�;ta Cryρtomeriae KAWAl¥I.; KAWAl\IUHA一大 II 本 111 林会幸li No・ 353. 1912.; 

林業試験場報JJ子 No. 10. 1913.; SnmAI et HAHA-, II *前矧J]録 267. 1927 

スギ及び、カラマツの葉及び桁を伎し，スギ

にありでは薬及び午1'ìを佐し赤禍色となり，カ

ラマツ iこ於ては前の茎J11萎凋して葉及び、激茎

の去而i乙黒色の品IH).~i.を散布す。 百二i糸は内生

し，分岐し， n青1;，ミ色，直径 6-8μ， 陥映の

lt~~献は 15--26μ 先にあり。子伎は表皮下 1<:

生じ球状， n苛梢色，孔口は 13-20 ft , 殻監ρ
@
 

L馴JFig. 17. Phoma Cryρtomeriae (KAWAl¥I.) KA8AI 

子燥のIj~iぽ x150 柄子 x900

高111胞は多角状 14μ， 大さ 105-192x91-

169μ あり，担子槌は共内聞に密生し単条，

大さ 13-18x3--4 μ あり， ~尚子は広陥円

状，倒1J[J状，倒。p球状，基部僅かに{投手国1'1，

単胞， Jf!~色，千十f'}， 1一多数の球状なる願粒休を合み，大さ 9--12x6.5-9.5μ あり，発芽管

はJn~色Iü笹 3-4μ あり。

:tsr主祁(物j スギ (Cryþtomeria jaρonica)及び、カラマツ (Larix Kaemρiferz')'Nî ， 台木，防

風林の~日;及び約に寄生

採集棋キ: [スギ〕 青森県古佐井 VI. 16. 1948，新谷

三戸町田子 vm. 31. 1948，村井 新城 X. 1. 1949，沢町，村井

横浜 lX. 8. 1949, ;十J，!l X. 3. 1949 ，沢 ETI ，村井

野辺地 X. 6. 1949，沢田s 村井 小湊 X. 2. 1949，沢田，村井

添木 X. 3. 1949，沢同，村井

秋田県住巣 X. 19. 1949，沢田 矢坂 X. 20. 1949 ，沢町

七日，fi X. 19. 1949，沢同 七五三掛~f X. 22. 1949，沢 rn

角館高屋 X. 21. 1949，沢 1[1
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岩手県市古内. VH. 28. 1949，沢川 Vill. 28. 1949，沢 EIl

;閉山Vill. 10. 1949 ，沢川 ヰチi桝沢 Vill. 22. 1949，沢 111

手I I JVrB岩崎村 VH. 17. 1949 ，沢 FTI ，村井 一ノ関 VH. 16. 1949，沢田

大沢村 X. 30. 1949，沢 IFI 東磐井郡大佐山 VH. 12. 1949，沢田 3 村井

'{:ç城県鬼首白生山 IX. 18. 1949，村井 大街 Xl. 16.1949，沢 111

仙台 IX. ロ. 1948 ，沢 111

i~市島県白河滑津 XI. 17. 1649，沢川

山形県釜淵 X. 23. 1949，沢川

〔カラマツ〕 岩手県気仙郡谷地山 IX. 17. 1948，沢川

符城県};;H11 IX. 14. 1948 ，沢川 仙台 IX. 14. 1948 ，沢川

分知日本

(20) スギ芽~;IIÎ約百i

PHYLLOSTICTA JAPONICA SAWAllA, sp. nov. (Fig. 18) 

若き芽丈けを侵す。骨子淡暗褐色となる。 幼~の上に而かも共基部に生じ， jl，J.1二方部ーにも生

歩。子殻は表皮下に生じ黒色，柏々隆起し三角状，孔口 130μ を千f し，大さ 175-180X 80-

140μ あし組子艇は共内両に叢生し無色，長さ 11-13μ あり。相子は紡鋪状にして 2 伯.の

泊点を有し無色，単胞，大さ 6x2-2.5μ あり。

寄主純物 スギ (Cryptomeria jalうonzca) の芽l乙寄生

採集結本岩手県雫石桝沢 Vill. 22. 1949，沢同

分布日本

~~ ﾛ /.7 

ぐ1
Fig. 18. Phyllosticta jaρonica sp. nov. Fig. 19. Sρhaeropsis Cryptomeriae sp. nov. 

子殻の断面 X150 担子梗 x900 柄子x fOO 柄子 x900

但1) スギ白点病菌

SPHAEROPSIS CRYPTOMERIAE SAWA]).A, sp. nov. (Fig. 19) 

葉及び、徽茎に寄生し赤制色となる。子殻は表皮下に生じ散生，又は群生し，和々隆起し，円

状， i市 l:'i色に見ゆ。球状，暗制色，孔口を開く。直径 305-470μ あり，担子槌は単条，円相:
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、

状， 1Æ~色，大さ 15-33x3 μ あり，柄子をJ}'i生す。 ti守子は附円状，長楕円状，倒卯状，単胞，

f品色，常に担子栂を附随す。大さ 19-22x 9-10 μ あり。

寄主植物 スギ (Cηyρtomeria jaþoní'ca) の葉及び轍茎に寄生

採集標本青森県柏木山 XIl. 9. 1948，村井 小法 X. 2. 1949 ，沢 111 ，村井

添木 X. 3. 1949，沢fI!，村井

下1・城県鬼首自生山 lX. 18. 1949，村井

分 布日本

(22) スギ暗色芽ねi病菌

SIROLEGNIELLA (?) CRYPTO乱1ERIAE SAWA lJA, sp. nov. (Fig. 20) 

成葉の芽の処，約1.3-2.5cm 枯死し

0
0
0
ρ
 Fig: 20. Sirolegniella (?) Cryρtomeriae sp. nov. 

子殻の断面 x150 担子桜及柄子 x900

情制ug色となる。子殻は表生し1t平生，又は

散生し球状，黒色，利々}手〈孔口を欠き，

大・さ 150-200x 162--190μ あり，柄子を

1r:突す。柄ニy.は主li鎖状，力[~色，広楕円乃宝

仙~Pl状，両端j円四又は-'yi'åi鈍聞をなすもの

あり，大さ 8-10x5--6 μ あり。

寄生植物スギ (Cryρtomeria jゆ0・

ni'ca) の枝先に寄生

J末集根本秋田県{riI北~tß r'f t川 IV. 12. 1949，佐藤

分布1]:本

(23) STAGONOSPORA CRYPTOMERIAE SAWA1>.l, sp. nov. (Fig.21) 

Fig. 21. Stagonos.ρora Cryρtomeriae sp. nov. 
子殺の断而î x 150 柄子 x900
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スギの架を伎し1ý(，fめ色となる柏約 15cm を十Ilj死せしむ。 子殻は葉l乙縦に 1 列に並び， 1 葉

上に約 10--30 í/:i表皮下 i乙生じ後表皮破れて孔口をPí4 く，黒色，球状，也径 190-2E8μ あり。

柄子は直，披まi・4犬，基部円状，先端円鈍-lïH , 6 í;:"iの押'j々球状なる頼粒休群を具へ， 5 筒の隔

膜を有し無色，大さ 57-67><10-13μ あり。

寄主将〔物 スギ (Cryρtomerz"a japonz"ca) の某:及び柏に寄生

採集棋本山形県議出:t VIH. 8. 1949，位脱

分布日本

記 YJ手 本的は Stagonospora Thujoρszäis SAWADA 1r:Q!:し，然れども共荷の柄了ーは柿

々時 IIIJ し，紡鋸状 6-8 向の小~~n:1ill:1本併を有し，大さ 65-71x 13-14μ あり

て異なる。

Fig. 22. Alte円~aria sp. 

J且子秘 x900 分生胞子 x900

(b) 糸状j!M 朴

(24) スギ芳三十Ilî病菌

AL TERNARIA SP. (Fig. 22) 

芽の枯死せる部分iL生じ，表生し， Hif色和ii状なり。

担子秘は単条， 2-3 本議生し， IIff梢色，大さ 52.，--98>< 

4.5-5μ あり。 分生胞子は連鎖状又は単生し，徳利状，

横隔!出は 1--8 í;口i ，縦陥脱 0---6 附， Hif制色， 大さ 15-

67 x8-19μ あり。

容毛布{{!砂J スギ (Cryjうtomerz'a jaρonzca) の芽の柏

死せる部分に生十

採集椋-1( ':;\・崎県仙台 Xl. 15. 1949，沢川

分布 11*

(25) スギ(カラマツ)反色徴

BOTRYTIS CINEREA Pl,nK. 

SACCAI:tJo-Syll. Fung. lV. 129_ 1886.; 

S'rEVENS et HALr,--Dis_ of Econ. pl. 244. 1910.; 

SAWアADA一台湾総仔J(.f農事試験場特別報告 No. 4. 125. 

1912.; SAWAlは一台湾産前総調査報告 L 599. 1919. 

スギ及び、カラマツ市木の葉の上l乙女色白短かき i教を総生し，広:は為めに時散し去る。:+:病的

は多数の植物に寄生ずるものなり。担子梗は柏々密生し，数本J長生3くは単生し ， i炎茨初色にし

てうりi!，J lr:向って淡色， flJ キ l'状，数日の隔院を有し，主~!ÍmiJa;)(し， J11 1-2 筒の分岐を生じIliyj'M

は flJ頭，共処に問状に分生胞子を単~tミす。此頭状に生じたる引JJ胞j山包子は耽;落存する時は一再再ぴ

り川イや仲!可中中iドドト:L長兵して分生胞干子.を丹階予成ずるととあり。担子梗ほ叉jjlijfr!i，Jより fN来を生じて繁殖す。えさ 300

--1500 x 9-21μ あり。分生胞子は倒卯状乃至倒Ý[J状長桁円状，単DéL 千j骨，極淡煤色，大さ

‘ 



' 
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8-17x5.5-10μあり。

寄主植物 スギ (Cryρtomeria ja.ρoní'ca) その他多加の樹木及び農作物

採集標本〔カラマツ〕 青森横浜 X. 3. 1949，沢[1 1 ;村井高不股 IX. 5. 1948，村井

秋~I1脆:巣 X. 19. 1949，沢田

〔ニワウメ〕 盛l刊 VI. 14.1947，沢 111

〔スギ〕 宮城山下f白生山 IX. 18. 1949 ，村井

〔その他〕

分 'ﾍlj 欧洲，北米，台湾，日本

(26) スギ焦茶赤Ni~山首

CERCOSPORA CRYPTOMERIAE SHIRAT 

KITAJIMAー械物学雑誌 XXX. No. 360. 411. 1916~; IDE，'l'A-続日本植物病理学下巻 637.1926. ; 

HARA一実験樹木病害筋 66. 1927.; SAWADA~台湾彦一菌類調査報告 IV. 107. 1928 

スギの葉及び、茎に生じ，此寄生を受けたる葉は焦茶色となり，又茎が侵さるれば一部分又は

全般に叉一部分侵さるれば焦茶色，禍晴椙色となりて凹陥し，又下部の周囲侵さるれば環状剥

lえを施したる主II <共上部は太くなりて葉色は紅色ι市ぷるに去る。被害屡々大なり。ナ且子梗は

友生し暗黒色，ノj、形，主I~球状の子座より約 7-40 本叢生し，単条にして褐色乃王IIji-m色多少多

rlfJ し，短かきものはけ7きものは)陥脱を欠き，長きものは 1-2 tQîを有す。大さ 25-80><

4-6μ あり， ]頁端に分生胞子を単生す。 分生胞子脆落後は児に主11子槌の先端i日日通に仲長し，

共頂に再び、分生胞子を形成す。斯くして 5 ， 6 箇の胞子脱落跡丹Iî"を印す。分生胞子は倒担棒状

円校状，基端切頭，頂頭円頭又は鈍頭真直又は多少替IUl し，相色乃至暗褐色，表面に刺沈を布

き 3-15 筒の隔膜を有し，縮れざるか，或は多少縮を有し，各車JII胞内に比較的大形なる数何の

idl球を合み，大さ 38--82>< 5--9μ あり。

寄主植物 スギ (Cryρtomerz'a japoní'ca) の薬及び茎にお生

採集標本青森県小i怠 X. 3. 1948，村井 X. 2. 1929，沢町，村井

蹴浜 IX. 8. 1949，村井 野辺地 X. 6. 1949，沢 IFI ，村井

深持 IX. 29. 1949 ，沢田

秋田県矢坂 X. 20. 1949，沢同 臆巣 X. 19. 1949 ，沢同

七五三掛野 X. 22. 1949 角舘高屋 X. 21. 1949，沢 111

七日市 X. 19. 1949，沢川 八向 X. 29. 1949，沢川

岩手県泊官内 VlI. 18. 1949，沢田 好摩 VlI. 30. 1948，沢田

雫石桝沢 Vill. 28. 1949，沢H1 煙山 Vill. 10. 1949，沢田

稗貰郡大久保 X. 3. 1948 一ノ関 VlI. 15. 1949，沢 Hi

VlI. 16.'1949，沢川 官古大沢 X. 30. 1949，沢川

;宮城県小牛同 X. 1916 , Y. ho. (5526 , 5546) 大術 XI. 16. 1949，沢町
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仙台 IX. 14. 1948，沢川

山形県釜淵 X. 23. 1949，沢川 若木 X. 25. 1949，沢田

師島県I'IM滑;11: XI. 17. 1949，沢町(控!長及び、葉.茎)

分 布台湾，円本

記 事 ご|ヒ島:1:Ì三氏 (1916) は分生胞子の衣n出亡品IIIJ右を什f くととを現わさざりき。

但7) スギー列多沈病立i

CERCOSPORA CRYPTO孔1ERIAECOLA SA\YADA , sp. nov. (Fig. 23) 

~及び桁を促し制色ならしむ。柏の場介はj主rt l よ

り枯死せしめ，葉の.1二 l吋í'1 k ー列 l亡約 15-20 筒の

粗削なる球状物を生十。叉1-í'1の上にも生十。担子梗

は夫生，北部l乙子肢を生じ，それより約 100 本の担

子梗を続生し次柿色， 単条極めて稀に 1 分|技を生

十。 1-7 何の陥映を有し， 大さ 52-117><4.5-

5μ あり。分生胞子は初々脅II[Jし，大休pj才j:状，基

脊fl切ïîJ'l， J市1'1 々川町， 7-13 仰の陥映を有し，災禍

色，大さ 54-91x6-6.5μ あり。

45子主植物 スギ (Cryρtomert"a jaρonìca) の

事!:及び、fí'JI乞寄生

採集椋木山形県畳間:J VIII. 8. 1949，佐藤

分布日本

(28) スギ介殻虫紅色寄生前

Fig. 23. Cercospora cryptomeriaecola s�. nov. MICROCERA FUJIKUROI MIYABE et SAWAl法
担子側及分~(:_jlfi子 x900

MrYADE et SAWAlJA-]ourn. Col1. Agr. Tohoku Imp. Univ. Sa�poro V. pt. 3. 83. 1913.; 

SAWADA一台湾総管府農事試験場特別報告第 9 号 134.1914. ;台湾、産菌類調査報告1. 688. 1919. ; 

HAUA 果樹病害論Ht録 19. 1916 

スギの校l亡寄治する介殻出 l乙寄生す。子庄は初め介致虫 rjl殻の周囲に狭く現はれ ， i析火共量

を増し甲殻の約竿はを被覆するに至る。石竹色乃至肉色 0.7-1. 0mm の幅に拡がる。担子休

は子座の上i乙数筒f~ù方に斜/:1\す。大抵円錐形にして先端大抵鋭頭なり。石竹色乃至肉色にして

外fflùl亡帯白色の毛鞘を有す。太さ 0.5-0.8><0.4-0. 5 mm あり。無数の担子梗の緊束によりて

組成せらる担子梗は甚だ長くして糸状E径 3μ 疎に隔映を有し， 又相隣接せるものは互に短

き横紘によりて結付けらる。分生胞子は頂生，長紡錘形，著しく脅曲し無色乃至極紅色， 5-9

箇の隔膜を有し，大さ 67-138x3.5-5 μ あり。

寄主植物 スギ (Cη，ptomerìa jaρonìca) の介殻虫 i亡寄生
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採集標本宮城県仙台 XI. 15. 1949，沢|壬i

分布日本

記 事有益菌に付防|徐の安定主し。却って之れを繁殖して利月け“べし。

(29) スギ菌核病菌

Sclerotz"um sp. 

地上部は淡黄褐色又は淡色とお:りて枯妃し，柏々球状JlIi!，色の菌根を作る (単独に) .共表商

κ小凹凸あり直径 2 .8 ， 2.5mm ~ り 。

寄主植物スギ (CrYlうtomerz'a jalうonzca) のJ想~K寄生

採集棋本秋f:FI県鷹巣 X . 19. 1949，沢 fJl 角給高屋 lV. 19. 1949，佐藤

分布日本

Fungi inhabiting on conifers in the T�oku district. 

1 . Fungi on “ Sugi" (Cryρωmeriα ja，ρonica D. ﾐON.). 
( Réョumé)

By K.aneyoshi ~AWADA 

( 1) Ascomycetes 

(1) DIMERIELLOPSIS CRYPTOMERIAE SAWADA , sp. nov. (Fig. 1) 

Foliicola. Morbosl!m folium rufescens, nigra puncta sparsa. Perithecium epiｭ
phyllum, globosum, nigrum , 105--162μdiam. 7-25 setae crescentes e superficie 
perithecii nigrae , 46-105>< 7-8 μ . Ostiolum tenue, inapertum, circa 32 μdiam . 

Ascus fusiformis , hyalinus, truncatellus apice, 34-57 x 8-9μ ， 6 sporiferus in duas 
vel tres series, sine paraphysibus. Ascospora fusiformis , curvula, triseptata, graｭ

nulifera, hyalina, 14-19 x 2.5-3 μ. 

Hab. in folio Cryptomeriae japonicae, in Japonica, Honshu. Pref. Iwate: in 
Osawa , Miyako, leg. S.AWADA , Nov. 1 , 1949. 

(2) GUIGNARDIA CRYPTOME悶AE SAWADA , sp. nov. CFig. 2) 
Foliicaulicola. Macula caulis fulva. Peritheciu l11, densum, pril110 hypodermicul11, 

post l11aturitatel11 sel11iexsertul11, nignl1TI , subglobosul11, leviter irregulare, g labrum, 
ostiolatum; 108-220μdial11. Ascus , fa~ciculatus， clavatus, hyalinus , rotundatus 
apice , basi brachystipitatus, 70-83 x 15-19μ ， 8 sporiferus in duas series, . sine 
paraphysibus, membrana apicis crassa. Ascospora oblong手" hyalina, uni-cellata , 
18-20 x 7.5-8μr 

Hab. in folio et caule Cryptol11eriae japonicae, in Japonica , Honshu. Pref. 
Aomori: in Yokohama , leg. SAWAD.A, MUR .AI , Oct. 3 , 1949. 
Pref. Akita: in Yasaka, leg. SA \VADA , Oct. 20 , 1949. 
Pref. Iwate: in Ke l11uyama , leg. SAWADA , Aug. 10 , 1949. 

(3) HALBANIA CRYÞTOお1ERIAE SAWADA , sp. nov. (Fig. 3) 
Foliicauliglobicarpi鑰la. Ral11m~ et folium moriuntur. Perithecium superficiale, 

paucum , elIipsoideul11 vel cupuliforl11e, ostiolo dehiscen_s, 300-860 x 288-600μ" 
margine sine mycelio vel_ CUI11 pauco brevi mycelio; quod 2.5-3μdiam. Ascus 
axilis, fusifor l11Îs, hya1inus, rotundatus apice, brachystipitatus basi, 58-70x7-
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9.5μ， 8 sporiferus in duas series, sine paraphysibus. Ascospora oblonga, pallifusca, 
3 septata, 13-14x3-5μ. 

Hab. in folio et caule et globicarpo Cryptomeriae japonicae et Thujopsis dolaｭ

bratae, in Japonica, Honshu. Pref. Aomori: in Kominato, leg. SAWAllA, MUHAI, 
Oct. 2 , 1949. Pref. Akita: in Koya, leg. SAWAlは， Oct. 21 , 1949 ; in Yasaka, leg. 
SA\VADA , Oct. 20 , 1949 ; in Yasumiya , leg. SAWAllA , Sept. 29 , 1949 ; in Shimekakｭ
eno, leg. SAWADA , (Globicarpus) , Oct. 22 , 1949. Pref. Iwate: in Numakunai, leg. 
SAW.ADA , July, 28 , 1949 ; in Masuzawa, Shizukuishi, leg. SAWADA, Aug. 22 , 1949 ; 

in Kemuyama, leg. SAWAllA , Aug. 10 , 1949; in Osawa-mura, Miyako, leg. SAWAD,\, 
Oct , 30 , 1949; in Kotanijima, Yamada, leg. SAWADA , Nov. 2 , 1949 ; in Goyo・

zan, leg. SAWADA , Murai , Sept. 18 , 1948 , in Iwasakimura, Waga-gun, leg. 
SA\V ADA , MUllM, July, 17 , 1949. Pref. Miyagi: in Jiseizan, Onikobe, leg. M!1llAf, 
Sept. 18 , 1949. Pref. Fukushima: in Kadota Wakamatsu, leg. SAWADA , Nov. 
19 , 1949. 

(4) LEPTOSPHAERULINA CRYPTOMERIAE SAWAD.\ , sp. nov. CFig.4) 
Foliigemmicola. Marbosa gemma primo badia morienda, deinde cinerea. Nigra 

puncta sparsa vel densa superficie. Perithecium sparsum lateri solis, primo hypoｭ
dermicum , deinde exsertum, sphaericum , nigrum. glabrum, 143-256μdiam. Ascus 
fusiformis velovati-fusifonnis, hyalinus, rotundatus apice, obtusus basi , 59-70 x 25 
-26μ ， sine paraphysibus. Ascospora oblonga, fulva , 23-30 x 7.5-11μ， 3-5 septata 

in transversum , 3 septata in longitudinem. Secundum septum ab apice constrictum 
igitur parte apicis globosa. 

Hab. in folio et gemma Cryptomer恒e japonicae, in Japonica, Honshu. Pref. 

Akita: in Fujikoto-mura, Yamamoto-gun, leg. N. HOSAKA , May, 23 , 1949 ; in Yasaka, 
leg. SA \VAl>A, Oct. 20 , 1949. Pref. Iwate: in Masuzawa, Shizukuishi leg. SA\\'A))A , 
Aug. 22 , 1949 ; in Kemuyama , leg. SA\VADA , Aug. 10 , 1949. 

(5) MASSALONGIELLA CRYPTO恥1:ERIAE SA\YA])A , sp. nov. ¥Fig. 5) 
Foliicaulicola. Aegra pars morienda rufa, deinde cinerea. Perithecium sparsum 

in unam seriem , hypodermicum , nigrum, 290--820 x 270一740μ ， Ostiolum 40-52μ 
diam. Ascus fusiformis, hyalinus, 26-33 x 5---6μ ， 8 sporiferus in duas vel tres 

series, sine paraphysibus. Ascospora cylidrica，∞rvula vel recta, hyalina, uniceｭ
llata, 7-11 x2μ. 

Hab. in folio et caule Cryptomeriae japonicae, in Japonica , Honshu. Pref. 
Aomori: in Kashiwagiyama , leg. MURAI, Dec. 9 , 1948. Pref. Iwate: in Masuzawa, 
Shizukuishi , leg. SAWADA , Sept. 4 , 1948. leg. SAWADA, Aug. 22 , 1949 ; in IWasakiｭ
mura, Waga-gun, leg. S.mAIlA , Murai, Sept. 18 ,1949. Pref. Miyagi: in Jiseizan, 
Onikobe, leg. 乱!JUHAI， Sept. 18 , 1949. 

(6) MICROTHYRIU恥1: CRYPTOMERIAE SA\YADA, sp. nov. (Fig. 6) 
Caulicola. Media pars rami morienda circa 1.5 cm longe, fu芭ca， deinde ciIl!巴­

rea. Perithecium confertum, cupuliforme, centro furvum , margine fulvus, 208-256 
x16Q--256μ. Ostiolum tri-vel quadri-fissuratum ex centro ad marginem. Ascus 

sphaeroideus vel ovoideus, hyalinus, 27-34x20-24μ ， sine paraphysibus. Ascoｭ

spora e11ipsoidea, laevis, hyaliua, constrica unisepto, bioleosa, 16--19 x 7-10μ. 

Hab. in caule Cryptomeriae japonicae, in Japonica, Honshu. Pret. Iwate: in 
Kuroishino, leg. SAWADA , June, 13 , 1949 ; in Kemuyama, leg. SAWADA, May, 
29 , 1949. 
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ケ) MOLLISIA CRYPTOMERIAE SAWADA, Sp. nov. (Fig. 7) 
Foliicaulicola. Aeger ramus moriendo rufus, cu ius superficie exc�dentia nigra 

puncta sparsa. Per.ithecium sparsum supuficie, nigrum, obovatum, turbinatum, 
.160-335 x 160-550μ. .Si prematur leviter, perithecium badium, deinde numerosae 
cellae densentes apke apertae vel ut operculum. Ascus fusiformis, obtusus apice, 
basi brachy-stipitatus, hyalinus, 104-162>< 27-39 μ ， 8 sporiferus iR' biserialem. 
Paraphysis simplex, fi1iformis, hyalina, 2-2.5 μ diam . Ascospora elliptica, curvula, 
rotundata utrimque, unicellata, hyalina, 24-33x9-11 μ. 

Hab. in foilio et caule Cryptolﾌl鑽iae japonicae, in Japonica, Honshu. Pref. 
Aomori: in Kashiwa.giyama, leg. MUR.AI, Dec. 9, 1948; in Higashiikarigaseki, leg. 
MUllAI, Oct. 19., 1948; in Kominato, leg. SAWADA, MUllAI, Oct. 2 , 1949. Pref. 
Akita: in Nanokaichi, leg. SAWAnA, Oct. 19, 1949; in Koya, Kakunodate, leg. 
SA ¥V Aj)A, Oct. 21" 19.49 ; in Sh出lekakeno， leg. SAWADA, Oct. 22. 1949 ; Yasumiya, 
leg. SAWADA, Sept. 29 , 1949. Pref. Iwate: in Kuroishino, leg. SAWADA, June, 13, 
1949; in Kemuyama, leg. SAWADA, May, 28 , 1949 , leg. SAWAIM , Aug , 10. 1949; 
in Masuzawa, Shizukuishi, leg. SAWADA, Aug. 22 , 1949 ; in Ichinoseki, leg. SAWADA, 
July, 19, 1949; in Osumiyama, Higashiiwai, leg. SAWADA, MUR.AI, July, 1ロ2 ， 1四94却9; in 
Ko抗tan凶lddi{.戸na丸， leg. SAWADA, Nov. 2, 1949; in Osawa-mura, leg. SAWADA , Oct. 30. 1949. 

Pref. Yamagata: in Kamàbuchi, leg. SAWADA, Oct. 23 , 1949. Pref. Fukushima: in 
Kadota, Wal匂matsu， leg, SAWADA, Nov. 19 , 1949. 

(8) lVIYCOSPHAERELLA CRYFTOME阻AE SI-IIHAI et HARA 

(9) NITSCHKIA TUBERCULIFERA KUSANO 

(10) PSEUDOSPHAERELLA CRYPTOMERlAE SAW.AD~ ， sp. nov. (Fig. 8) 
Gemmicola. Aegrae gem.mae fulvae, ex basibus gradatim fm:eae vel baピliae.

Perithecium primo hypodermicum , gradatim tumescens, denique exsertum，日pha­
encum，凶grum， 155-210μ ， paraphysoidifenlln, sine ostiolo. Ascus macro-obovoides, 
rotundatus apice, obt�sus basi, hyalinus, 67一75><24-28 μ . Ascospora cylindrica, 
rotundata 'utrii.nque uni-septata hyalina, laevis, 25-36>< 7-9μ. 

Hab. in gemma Cryptom~riae japonitae, in Japonica, Honshu. Pref. Iwate: 
in Numakunai, leg. S,IWADA , July, 28 , 1949. 

(11) SPHAERULINA IWATENSIS SAWADA, sp. nov. (Fig. 9) 
Foliicaulicola. Aeger rarrius fulvus, denique cinereo四fuscus. Perithecium primo 

hypodermicum, deinde semi-tumescens, nigrum, sphaericum" ostiolatum, 65-96μ 
diam., 15 asciferum. Ascus sphaericus, ellipsoideus, obovoideus, hyalinus, 20ー28 x 14

-18μAscospora obovoidea, clavata, cylindrica, hyalina, rotundata utrimque, 
15-18 ><3--4 μ， uni-granulifera in quaque cella. 

Hab. in folio et caule Cryptomeriae japonicae, in Japonica, Honshu. Pref. 
Aomori: in Ohata, ‘leg. S1IWADA, MURAI, Oct. 4, 1949 ; in Yokohama, leg. S1IWAD1I, 
MURAI, Oct. 3, 1949; in Shinjo, leg. S1IW干札7に.仙A ， MUR.AI, Oct. .1 , 1949; in Kashiwaｭ

giyaina, Dec. 9, 1948. Pref. Akita:' in Koya, leg. SATO, June. 8 , 1949; in 
Yasaka; leg. SλWADA， Oct. 20, 1949; in T a:kanosu, leg. SAWADA, Oct. 19 , 1949; 

in Nanokaichi, leg. S1IWADA , 'Oct, 19 , 1949, in Shimekakeno， ー leg. SAWADA, Oct. 
22 , 1949 : in Koya, K五kunodate， leg. S1IW1ID1I, Oct. 21 , '1949. Pref. Iwate: in 
Namalmnai , leg. SAWADA, July. 28 , 1949; in Koma,leg. CHT.BA, Mareh, 7, 1949 , 
'leg. SAW".A:ÒJl, March, 8, 1949; in Kemuyama: leg.. S1IWADA, Aug. 10.,' 1949 , in 
Masuzawa, Shizukuishi, leg. SAW1ID1I, Aug. 22 , 1949; in Rokuhara, leg. MURAT, 
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Nov. 12 , 1948; in Iwasaki-mura, Waga-gun, leg. SAWADA , July, 17, 19.49; in 

Ichinoseki, leg. SAWADA, July, 1珂6 ， 1臼94却9 ， i泊n Osumi坊yama孔， Hi氾sε?;a出sh恒i-iwa幻i

SAWADA, Mu刀H毛A Iん， July, 12, 1949; in Osawa-mura, leg. SAWADA, Oct. 30 , 1949 ; in 

Koyajima, leg. SAWADA , Nov. 2. 1949. Pref. Miyagi: Onikobe, leg. MUHAT, Sept. 
.18, 1949. Pref. Yamagata: in Kamabuchi, leg. SAWADA , Oct, 23 , 1949. 

(12) WEGELINA CRYPTOMERIAE (S.m.) SAWADA, nov. comb. (Fgi. 10) 
Syn. Pleuronaema Cry�tomerz'ae SAWADA 

Foliicaulicola. Aeger ramus moriendo rufus. Pycnidium rarum, hypodermicum, 
twnidulum, sphaeroideum, nigrum, 533-565 x 256-396μ. Pars ostioli format collｭ

um; badia. Ostiolum 195 X 105μ. Cum humeat, lactea massa exundat ex ostiolo. 
Numerosa conidiophora crescunt interiore superficie pycnidii. Conidiophorum 
.densum, 2-3 ramificans, hyalinum, 10-28 X 1. 3μ. Conidium tenninale, simplex, 
.curva.tui:n, rotuhdatum utrimque, uni-cellatum, hyalinum, 4.5-6.5 X l. 3-l. Pμ. 
Perithecium rarum, hypoderτnicum， tumidulum, sphaericum vel sphaeroideum, 
-canum, gradi::ttim nigrum, 320-460>< 320-360'j-t. Paries perithecii 30-32 μcrassa. 

Locus ostioli tumescens, apice planus, denique facit foram匤em. Parsσ'Stioli figurat 

strom<;i, nigra, 240-250 X 110-210μ. Ascus c1avatus, hyalinus, obtusus apice, basi 
.cylindricus rotundato extremitate, 33-4l X 6-7μ. 8 sporí~erus in 3-4 serialem, 
sine paraphyse. Ascospora cylindrica, rotundata utrimque, curvula, hyalina, uniｭ
cel1ata, leavis, 7-10 x2.0--2.5 μ. 

Hab. in fo1io et caule Cryptomeriae japonicae, in Japonica, Honshu. Pref. 
Aomori: in Ohata, leg. SAWADA, MURAI, Oct. 4, 1949; in Yokohama, leg.ßAwADA, 
MURAT, Oct. 3, 1949 , leg. MUH.AI, Sept. 9, 1949; in Shinjo, leg. SAWADA , MURAI; Oct. 
1, 1949; Soegi, leg. SA却W1\DA， M 【u.H.刀肌.H.A凶A川1し， Oct. 3 , 1949; in Noheji, leg. SAWADA, MUlW , 
Oct. 6, 1949. Pref, Akita : in Yasaka, leg. SAWADA , Oct. 20 , 1949; in Takanosu, 
leg. SAWADA, Oct. 19 , 1949; in Hakko, leg. SAWADA , Oct. 29 , 1949. 'Pref. Iwate: 
in Numakunai, leg. SAWADA, July, 28 , 1949; in Kemuyama, leg. SAWADA, Aug. 
10, 1949 ., in ~v'Iasüzawa， Shizukuishi, leg. SA\VADA, Aug. 22 , 1949 , in G9yôzan, 
leg. SAWADA, MU.RAI, Nov. 18 , 1948. Pref. Miyag�: in Jiseizan, Onikobe, leg. lVIURAI, 
Sept. 18 , 1948. Pref. Fukushima: in Kadota, Wakamatsu, leg. SAWADA, No_v. 19 , 
1949. 

( II) Fungi Irnperfecti 

(13) CY"CLODOMUS CRYPTOMERlAE SAWADA, sp. nov. (Fig. 11) 

Foliicaulicola.. A.egro ramo mor~endo， albida puncta superficie densa. Morl;>iｭ
dum folium rufum, denique fulvum. Pycnidium tumidulum, badium vel ful刊叫

208-270 x 150-)82μ ， ieviter stromatiferum. Stroma hypodermicum, fulvum. Os-ｭ
tiolum hians postea. ColurI:lella ex medio fundo pycnidii tumidula. Conidiophorum 

confertum, S出lplex， .hyalinum, 13-23>< 2.5μ. Conidium fusiforme, hyalinum, uniｭ
..cel1atum, leve, saepe 2 oleosum, 7-10><2.5-3μ. 

Hab. in folio et caulβCryptomeriae japonjcae, in Japonica, Honshu. Pref. Aoｭ
mori: in Yokohama, leg. SAWMJA , MURAI, Oct. 3 , 1949. 

(14) FUSICOCCUM CRYPTOMERlAE SAWADA, sp. nov. (Fig. 12) 

Foliicaulicola. Sine macula. Folium caulisque novellus aegrotant, morbosus 
ramus saturatirufus, postea pallidirufus. NCllillul1a ー7 pycnidia crescunt in uno 
folio. Pycnidium hypodermicum, deinde leaviter nudum, epidermide fissulata 

,margine pycnidii, nigrum, sphaericj1m vel sphaeroideum, raro ellipsoideum, 288-
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630 x 240--320μ ， nonnu1li -10 ostiolatum. Cella pycnidii-parietis 45μcra:"sa. 

Interior pars pycnidii septata ab hyalino septo in longitudipem. Conidiophorum 
hyalinum, 1-2 ramiferum, 8---:-10x2μ. Conidium, fusifonne, hyalinum, uni-cellatum, 
leve, 1-2 oleosum, 6.5←8x2.5μ. 

Hab. in folio et caule Cryptomeriae japonicae, in Japonica, Honshu. Pref. 
Iwate: in Numakunai, leg_ SA\\'Al叫 March， 28 , 1949. 

(15) MACROPHO乱1:A SUGI HAHA CFig. 13) 

(16) PESTALOZZIA AOMORIENSIS S.\W ADA, sp. nov. (Fig. 14). 
Foliicaulicola. Acervulus primo hypodennicum, deinde apparens epidermide fissu・

lata, tumidulus margine, e l1ipticus, niger vel albus. Conidium clavati-fusiforme, 
4 septatum. Cel1ae utrimque hyalinae, tres cellae mediae coloratae, 16-19 x6.5-
7μ， quarum supernae duae badiae inferauna fusca. Cel1a apicis tr匂ngularis， longo 

3.5-5μ， apice 3--5 ciliata. Cilium 15-26 x 1μ. Cel1a basis obtriangularis, longo 
5-6 .5μ. basi brachy同stipitata. Stipes longo 3.5μ. Logitudo conidii (extra cilia 

et stipes) 27-28μ. 

Hab. in folio et caule Cryptomeriae japonicae, in Japonica, Honshu. Pref. 

Aomori: in Fukamochi, leg. SA\\'ADA , Sept. 27 , 1949. 

(17) PESTALOZZIA CRYPTOMERIAECOLA SA\YADA , sp. nov. CFig. 15) 
Foliicaulicola. Morbidum folium rufum, nigri-punctatum , nigrae sporae exunｭ

dant. Acervulus primo urceolatus, dein:de triangularis ostiolo ape'riente. Conidium 
4 septatum, 13-16x8-9.5μCel1ae utrimque hyalinae. tres cel1ae mediae coloｭ
ratae, quarum supemae duae saturatae infer una pallida. Cel1a basis obtriangulｭ
aris, longo 3，4-4μ ， basi brachy-stipitata. Stipes 7-8 x 1μ. Cella apicis triangu・

laris, 3.5-4μlongo， apice 3 ciIiata. CiIia 33-45 x 1. 5-2μ. 
Hab. in folio et caule Cryptomeriae iaponicae, in Japortica, Honshu. Pref. 

Aomori: in Ikarigaseki, Aug. 10 , 1949 ; in Yokohama, leg. SA\\'ADA, MURAr, Oct. 3, 
1949 ; in Fukamochi, leg. SAWADA, Sept.27 , 1949. Pref. Akita: in Yasaka, leg. 
SA1\'ADA , Oct, 20 , 1949 ; in Simekakeno, leg. S.m・11.])11.， Oct. 22 , 1949. Pref: Miyagi: 

in Ohira, Kurokawa-gun, leg. SA\\'ADA, Nov. 16 , 1949; in Jiseizan, Onikobe, leg. 
Mr-RA[, Sept. 18 , 1949. Pl-ef. Yamagata: in Osanagi, leg. SAWADA, Oct. 25 , 1949. 

(18) PESTALOZZIA SHIRAIANA P. HENN. CFig. 16). 

(19) . PHOMA CRYPTOMERIAE (KA¥VAM.) KA;刈[ (Fig. 17). 

(20) PHYLLOSTICTA JAPONICA S.mADA, sp. nov. (Fig. 18). 
Gemmicola. N ovelIa gemma solum aegrotans badia. Pycnidium basilaris noveIli 

fo1io, etiam epiphylIum parte superno, hypodermicum, nigrum, tumidulum, trian・

gularis, 175-180><80--140μ. Ostiolum 13μ， diam. Conidiophora conferta superｭ
ficie interiore pycnidii, hyalina, longis 11 ~-13μ. Conidium fusiformis, hyalinum, 
uni.celIatam, 2 oleosum, 6 x 2一一2.5μ.

Hab. in gemma Cryptomeriae japonicae, in Japonica, Honshu. Pref. Iwate: in 
Masuzawa Shizukuishi, leg. SA.WADA , Aug. 22 , 1949. 

(21) SPHAEROPSIS CRYPTOMERIAE SA.WAllA, sp. nov. (Fig. 19) 
Foliicaulicola. Folium et novelIus caulis aegrotant. Morbosa pars fulva. Pycｭ

nidium hypodennicum, sparsum vel densum, tumidulum, sphaericum, badium, 
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ostiolatum, 305-470μdiam. Conidiophorum simplex, cylindricum, hyalinum, 15-
33x3μ. Conidium terminale , e11ipsoideum, oblongum, obovatum, uni・cel1atum ，

fulvum , 19-22 x 9-10μ ， semper adnatum conidiophorum. 
Hab. in folio et novello caule Cryptomeriae japonicae, in Japonica, Honshu. 

Pref. Aomori: in Kashiwagiyama, leg. MURAI, Dec. 9 , ]948 ; in Kominato, leg. 
SAWA])A , MURAT, Oct. 2 , 1949 , in Soegi, leg. SAWλDA，恥1:TJRAI, Oct. 3 , 1949. 
Pref, Miyagi: in Jiseizan, Onikobe, leg. MURAf, Sept. 18 , 1949. 

但2) SIROLEGNIELLA (?) CRYPTOMERIAE SA\\'A lJA, sp. nov. (Fig. 20) 
Foliicola. Gemma folii morienda badia circa 1. 3-2.5 cm lon~o. Pycnidium 

superficiale, confertum vel sparsum, sphaericum, nigrum, sine ostiolo, 150-200 x 
162-190μ. Conidium catenulatum, hyalinum, e11ipticum, rotundatum utrinque vel 
obtusum unoextremitate, 8-10 x 5←-6 μ. 

Hab. in folio Cryptomeriae japonicae, in Japonica, Honshu. Pref. Akita: in 
Nakagawa, Senboku・gun， Ieg. S.mJ, April, 12, 1949. 

(23) STAGONOSPORA CRYPTO乱1ERIAE SA \V ADA, sp. nov. (Fig. 21) 
Foliicaulicola. Morbosum folium cinereo-fuscum. Ramus moritur circa 15 cm 

longo. Pycnidium in seriem epiphyllum 10-30 in uno folio , hypodermicum, deinde 
apertum ostiolo, epidermide fissulata , nigrum , sphaericum, 190-288μdiam. Coniｭ
dium Ianceolatum, rotundatum basi, obtusum apice, 6 granuliferum, 5 septata, 
hyalinum , 57-67>< 10-12μ. 

Hab. in folio et caule Cryptomeriae japonicae, in Japonica, Honshu. Pref. 
Yamagata: in Kamabuchi , leg. S州、0， Aug. 8 , 1949. 

(24) AL TERNA悶A SP. (Fig. 32) 

(25) BOTRYTIS CINEREA PEH". 

(26) CERCOSPORA CRYPTOME悶AE SH!HAI 

(27) CERCOSPORA CRYPTO恥1ERIAECOLA SAWAllA, sp. nov. cFig. 23) 
Foliicaulicola. Morbosa pars fusca. Ramus moritur ex medio, 15-20 asprae 

gromerulae crescunt in un釦n seriem in folio veI ramo. Conidiophorum superficiale, 
confertum (circa 100 conidiophora crescunt ex stromate) , cinereo-fuscum, simplex 
vel raro unum ramiferum, 1--7 septatum, 52-117x4.5-5μ. Conidium curvulum, 
cylindricum, truncatum basi, rotundatum apice, 7-13 septatum,. cinereo-fuscum, 
54--91 x 6-6.5μ. 

Hab. in folio et caule Cryptomeriae japonicae, in Japonica, Honshu. Pref. 
Yamagata: in Kamabuchi leg. SA1'O, Aug. 8 , 1949. 

(28) MICROCERA FUJIKUROI MIYABE et SAWADA 

(29) SCLEROTIU乱1: SP. 




